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(1)　第1869号　2022年３月15日

公共サービスにもっと投資を！
キャンペーン県内街頭行動日
３月23日（水）17：30～19：00　日立駅中央
３月24日（木）17：30～19：00　牛久駅東口
３月25日（金）17：30～19：00　水戸駅南口

デ
ィ
カ
ル
職
員
な
ど
幅
広
く

賃
金
改
善
が
行
わ
れ
る
。
春

闘
後
半
は
、
全
単
組
で
要
求

書
提
出
と
コ
ロ
ナ
禍
で
表
面

化
し
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
重

要
性
を
訴
え
る
「
公
共
サ
ー

ビ
ス
に
も
っ
と
投
資
を
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
浸
透
さ
せ
る

取
り
組
み
を
展
開
し
よ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

会
議
で
は
生
井
澤
書
記
長

か
ら
、
自
治
労
の
春
闘
取
り

組
み
状
況
と
、
２
月
に
実
施

し
た
ス
ト
ラ
イ
キ
批
准
投
票

に
つ
い
て
茨
城
県
本
部
投
票

率
　
・
　
％
、
批
准
率
　
・

63

97

60

　
％
、
全
国
で
は
　
・
　
％

98

76

38

の
批
准
率
で
闘
争
指
令
権
が

確
立
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

書
面
審
議
と
な
っ
て
い
た

県
本
部
第
１
回
中
央
委
員
会

は
、
全
議
案
が
賛
成
多
数
で

承
認
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
、

３
月
　
日
開
催
予
定
の
県
本

11

部
臨
時
大
会
に
む
け
た
役
員

選
挙
に
つ
い
て
３
月
３
日
に

公
示
さ
れ
た
こ
と
も
合
わ
せ

て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
推
薦
委
員
会

か
ら
、
次
期
役
員
体
制
確
立

に
む
け
て
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

の
立
候
補
者
の
推
薦
決
定
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、「
会
計
年
度

任
用
職
員
の
賃
金
改
善
を
求

め
る
首
長
提
出
署
名
」
を
は

じ
め
各
単
組
状
況
に
応
じ
た

組
織
強
化
策
を（
那
珂
市

職
）、
ス
ト
ラ
イ
キ
批
准
投

票
率
向
上
の
取
り
組
み
支
援

を（
行
方
市
職
）、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
に
つ

い
て
臨
時
大
会
方
針
補
強

（
日
立
市
職
）
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

２
２
年
６
月
改
定
を
機
に
、

共
済
推
進
運
動
を
自
治
労
組

織
の
強
化
・
拡
大
の
た
め
の

重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
位

置
づ
け
、
組
合
員
の
「
全
員

加
入
」
と
い
う
大
目
標
達
成

に
む
け
取
り
組
む
と
い
う
も

の
で
す
。
助
け
合
い
の
共
済

推
進
運
動
は
、
組
合
員
の
相

互
扶
助
と
団
結
強
化
と
い
う

労
働
組
合
の
原
点
で
も
あ

り
、
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
制
度

活
用
に
よ
り
組
合
員
と
そ
の

家
族
を
安
心
し
た
生
活
へ
と

つ
な
げ
ま
す
。

方
針
で
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
や

各
単
組
で
の
共
済
制
度
学
習
、

単
組
加
入
率
に
応
じ
た
段
階

的
な
取
り
組
み
計
画
策
定
な

ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
方

針
を
着
実
に
実
行
す
る
た
め
、

各
単
組
で
の
共
済
推
進
活
動
を

一
転
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

新
し
い
団
体
生
命
共
済「
全
員
加
入
」め
ざ
す

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

改
正
団
体
生
命
共
済
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
花
島
副
委

員
長
、
花
岡
県
支
部
事
務
局

長
が
提
起
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、「
県
本
部
の
新

た
な
共
済
推
進
方
針
」
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
団
体
生
命
共
済
の
２
０

金
減
額
調
整
な
ど
多
く
の
課

題
を
抱
え
る
中
、
２
０
２
１

年
度
補
正
予
算
で
創
設
さ
れ

た
保
育
・
医
療
・
社
会
福
祉

職
場
の
処
遇
改
善
で
は
県
内

多
く
の
単
組
で
補
助
金
活
用

を
見
送
る
状
況
だ
が
、
県
病

院
局
労
組
は
看
護
師
や
コ
メ

県
本
部
は
３
月
８
日
、
自

治
労
会
館
で
単
組
代
表
者
会

議
を
開
き
ま
し
た
。

冒
頭
、
千
歳
委
員
長
は
あ

い
さ
つ
し
、
「
今
春
闘
期
は

「
１
単
組
３
つ
の
要
求
」
を

掲
げ
取
り
組
ん
で
い
る
。
定

年
引
き
上
げ
、
６
月
の
一
時

県
本
部
臨
時
大
会
成
功
に
む
け

単
組
代
表
者
会
議
開
く

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

要
求
実
現
総
決
起
集
会
」
を

水
戸
市
の
三
の
丸
庁
舎
広
場

で
開
き
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
は
じ
め
に
主

催
者
を
代
表
し
、
内
山
会
長

が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
会

長
は
、「
　
年
以
上
に
わ
た

20

る
賃
金
水
準
の
低
迷
は
不
安

定
雇
用
の
拡
大
、
中
間
層
の

収
縮
、
貧
困
や
格
差
拡
大
な

ど
分
配
の
ゆ
が
み
を
も
た
ら

し
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
も
あ
る
。
こ
の
状
況
を
突

破
し
未
来
を
切
り
開
く
に
は

経
済
成
長
の
後
追
い
で
は
な

い
経
済
・
社
会
の
原
動
力
と

な
る
「
人
へ
の
投
資
」
を
求

め
る
「
未
来
づ
く
り
春
闘
」

に
取
り
組
む
。
職
場
環
境
の

課
題
を
協
議
で
き
る
の
は
労

働
組
合
で
あ
り
、
職
場
と
社

会
の
未
来
を
変
え
て
い
く
の

は
労
働
組
合
に
集
う
私
た
ち

だ
け
で
あ
る
。
誰
も
が
安

心
・
安
全
に
働
け
る
環
境
整

備
、
分
配
構
造
の
転
換
に
つ

な
が
る
賃
上
げ
に
取
り
組

み
、
す
べ
て
の
働
く
仲
間
の

底
上
げ
の
た
め
粘
り
強
く
取

り
組
も
う
」
と
参
加
者
へ
呼

び
か
け
ま
し
た
。

来
賓
に
は
郡
司
彰
参
議
院

議
員
、
浅
野
哲
衆
議
院
議
員

が
駆
け
つ
け
、
激
励
の
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、
高
木
事
務
局

長
か
ら
連
合
茨
城
の
取
り
組

み
の
提
起
、
最
後
に
ア
ピ
ー

ル
を
採
択
し
て
集
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

連合茨城 春季生活闘争総決起集会

未来見据え人への投資を

連
合
は
、
「
未
来
を
つ
く

る
。
み
ん
な
で
つ
く
る
。」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
２

０
２
２
春
闘
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

大
手
企
業
組
合
が
春
闘
の

ヤ
マ
場
を
迎
え
よ
う
と
す
る

中
、
連
合
茨
城
は
３
月
５
日

「
２
０
２
２
春
季
生
活
闘
争三の丸庁舎広場で会長挨拶を聞く参加者

世
界
の
恒
久
平
和
求
め
る

ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
非
難

　
集
会
後
、
参
加
者
は
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事

侵
攻
に
対
し
「
戦
争
反
対
」、

「
核
兵
器
を
使
う
な
」、「
平

和
と
対
話
を
」
な
ど
の
プ
ラ

カ
ー
ド
を
掲
げ
る
ア
ピ
ー
ル

行
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
連
合
は
、
領
土
と
主
権
を

侵
害
し
紛
争
の
平
和
的
解
決

を
義
務
づ
け
る
国
際
法
に
反

す
る
ロ
シ
ア
の
行
為
を
厳
し

く
非
難
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
生
命
・
財
産
・
人
権
の

保
障
と
、
政
治
や
経
済
的
混

乱
の
世
界
的
波
及
を
防
ぎ
、

平
和
と
安
定
の
回
復
の
た
め

に
国
際
社
会
へ
迅
速
な
対
応

を
求
め
て
い
ま
す
。

ロシアのウクライナ軍事侵攻に対し
プラカードを掲げてアピール

単組代表者にあいさつする千歳委員長
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衛
生
医
療
評
議
会
が
総
会

　
県
本
部
衛
生
医
療
評
議
会

は
、
２
月
　
日
に
自
治
労
会

27

館
で
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
宮
本
議
長
は
、「
コ
ロ
ナ

禍
で
は
あ
っ
た
が
、
最
低
限

の
活
動
は
行
う
こ
と
が
で
き

て
、
ご
協
力
に
感
謝
す
る
。

医
療
現
場
の
改
善
め
ざ
す

医
療
現
場
は
以
前
に
も
増
し

て
厳
し
い
労
働
環
境
だ
が
、

処
遇
改
善
の
た
め
に
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
こ
う
。
ま

た
、
第
　
回
参
議
院
選
挙
で

26

は
自
治
労
組
織
内
候
補
予
定

者
の
鬼
木
さ
ん
へ
の
支
援
の

輪
を
広
げ
よ
う
」と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　
県
本
部
の
千
歳
委
員
長
か

ら
は
、
春
闘
の
取
り
組
み
、

組
織
の
強
化
・
拡
大
と
あ
わ

せ
第
　
回
参
議
院
選
挙
に
一

26

丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
自

治
労
の
政
策
を
国
会
へ
反
映

さ
せ
職
場
環
境
改
善
に
つ
な

げ
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
経
過
報
告
、

２
０
２
２
年
度
活
動
方
針
の

提
案
が
拍
手
で
承
認
さ
れ
、

役
員
改
選
で
は
県
職
連
合
の

山
田
公
治
さ
ん
が
新
議
長
と

な
る
新
体
制
を
決
定
し
ま
し

た
。
　
山
田
新
議
長
は
、「
医
療

現
場
の
労
働
環
境
は
厳
し

い
。
組
合
員
か
ら
は
パ
ワ
ハ

ラ
や
セ
ク
ハ
ラ
の
報
告
も
あ

り
改
善
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
課
題
が
多
く
あ
る
。
県
内

単
組
や
全
国
の
仲
間
と
さ
ら

に
連
携
を
強
め
、
解
決
に
む

け
力
を
合
わ
せ
取
り
組
ん
で

い
こ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

 地
域
医
療
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー

地
域
医
療
構
想
の
再
議
論
を

　
総
会
後
は
、
本
部
主
催
の

「
地
域
医
療
ウ
ェ
ブ
セ
ミ

ナ
ー
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
病
院
の
再

編
・
統
合
の
動
き
に
対
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
２
単
組

か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究

所
の
三
原
岳
さ
ん
が
講
演
。

三
原
さ
ん
は
、
政
府
の
「
地

域
医
療
構
想
」
は
、「
過
剰
な

病
床
の
適
正
化
」
の
み
が
議

論
さ
れ
、
も
う
一
つ
の
目
的

で
あ
る
「
切
れ
目
の
な
い
医

療
提
供
体
制
の
構
築
」
に
は

全
く
触
れ
て
い
な
い
と
指
摘

し
ま
し
た
。

　
現
在
、「
地
域
医
療
構
想
」

の
議
論
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
い

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
公

立
・
公
的
医
療
機
関
の
果
た

し
た
役
割
を
再
認
識
さ
せ
、

病
床
数
の
削
減
や
再
編
・
統

合
が
拙
速
な
見
直
し
と
な
ら

な
い
よ
う
意
見
反
映
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

百
里
平
和
公
園
で
初
午
祭
り

　
自
衛
隊
基
地
撤
去
、
日
米

共
同
訓
練
反
対
な
ど
を
掲
げ

「
２
０
２
２
年
百
里
初
午
祭

り
」
が
２
月
　
日
、
小
美
玉

11

市
の
百
里
平
和
公
園
で
開
か

れ
ま
し
た
。

基
地
撤
去
・
平
和
を
願
う

　
こ
の
初
午
祭
り
は
１
９
６

６
年
に
１
回
目
が
開
催
さ

れ
、
以
後
、
毎
年
２
月
の
建

国
記
念
の
日
に
行
う
百
里
基

地
反
対
運
動
の
一
つ
で
す
。

　
集
会
で
は
、
百
里
基
地
反

対
同
盟
な
ど
各
団
体
か
ら
の

あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
、
自
衛

隊
訓
練
機
に
よ
る
騒
音
問

題
、
オ
ス
プ
レ
イ
機
の
百
里

基
地
飛
来
反
対
や
配
備
阻

止
、
日
米
共
同
訓
練
、
加
速

す
る
日
米
軍
事
一
体
化
の
動

き
へ
の
反
対
が
訴
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
岸
田
政
権
に
よ

る
改
憲
阻
止
、
戦
争
を
す
る

国
づ
く
り
へ
の
反
対
と
自
衛

隊
百
里
基
地
撤
去
を
地
域
か

ら
強
め
よ
う
と
す
る
平
和
を

願
う
ア
ピ
ー
ル
案
が
採
択
さ

れ
、
集
会
を
終
了
し
ま
し

た
。

衛生医療評議会総会であいさつする宮本議長

衛生医療評議会役員体制

百里平和公園で開かれた初午祭り

×鬼木まこと
千歳益彦

おに　　き

千歳　私たちが担う公共サービスの職
場環境は、新型コロナウイルス感染症
の感染拡大によって一変しました。現
在、鬼木さんは全国の組合を回られて
いますが、どのようなことをお感じに
なりましたか。
　　
鬼木　組合を回って意見交換をしなが
ら状況を教えていただくと、新型コロ
ナウイルス感染症が現場に与えた影響
は本当に大きいと実感しています。コ
ロナ禍になる以前から定員が減らされ、職場の統廃合は進み、公共
サービスがどんどん細く小さくされてきた中でも、現場の組合員の
皆さんが必死になって踏ん張りながら、頑張って、なんとか職場を
守ってきました。その状況下にこの新型コロナウイルス感染症の感
染拡大が大きくのしかかって、一気に無理が噴出した状況にあると
受け止めています。
　　
千歳　とくにワクチン接種対応は大きな負担になっています。
　　
鬼木　それは間違いないですね。準備や実施だけでなく、感染者へ
の対応も必要ですし、とくにワクチン接種の主体となった地方自治
体においては、担当する課だけでは人が全然足りていません。別の
課から応援を集めて体制を強化しても、応援した課の日常業務が回
らなくなります。その結果、役所全体で一斉に業務負荷が組合員の
皆さんに蓄積していく状況になってしまいます。本当に、ギリギリ
のところでなんとか持ちこたえている状況です。現場では、「メン
タルヘルス不調の職員が増えている」「長期病休になる職員が増え
ている」というお話もたくさんお聞きします。
　　
千歳　通常にない業務負荷という点では、災害対応と似た構図です
ね。
　　
鬼木　九州でよく声にあがったのは、コロナ禍における避難所運営
が大変だということです。新型コロナウイルス感染症対策で密を避
けるためには、避難所を増やさなければならず、例えば、今まで50
人収容だった避難所を25人にすると、同じ規模の避難所がもう一つ
必要になります。そして、消毒や換気などの対応といった、従来と
は異なる業務の増加が大きな負担になっているという実情を、意見
交換の中で教えていただきました。(後号に続きます)
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